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今日の講義内容

日本工業大学 製図の基礎

(1)ガイダンス

(2)図面の役割と種類

(3)組立図と部品図

(4)図面の様式

(5)第三角法

(6)線の種類



目的
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創造システム工学科 ものづくり環境学科
機械製図の履修経験が無い学生

目的

(1)機械製図の基礎事項の習得
(2)機械要素(歯車・ねじ・軸受等)の種類や特徴の理解と

製図法の習得

履修対象者

方針
演習での図面作成による製図法の習得



評価方法

日本工業大学 製図の基礎

（１）期末試験 ４０％

①機械を設計する上で必要な知識
(1)精度 (2)はめあい (3)表面性状 (4)材料

②機械要素の種類や特徴

③製図のルール

（２）演習課題 ６０％

図面



講義予定
① ４月２５日 ガイダンス，第三角法，線の種類

② ５月 ２日 寸法の記入方法①

③ ５月 ９日 寸法の記入方法②

④ ５月１６日 寸法公差とはめあい

⑤ ５月２３日 幾何公差

⑥ ５月３０日 表面性状

⑦ ６月 ６日 材料の種類

⑧ ６月１３日 ねじの製図

⑨ ６月２０日 軸と穴，キー・キー溝の製図

⑩ ６月２７日 図面の様式

⑪ ７月 ４日 歯車の製図①

⑫ ７月１１日 歯車の製図②

⑬ ７月１８日 軸受の製図

⑭ ７月２５日 期末試験

日本工業大学 製図の基礎



必要な道具と配布資料
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(1)シャープペンシル (0.7㎜，0.3㎜の２本あると良い)
(2)定規

(3)コンパス

(4)方眼紙

必要な道具

配布資料

(1)講義資料
インフォキャンパス上にUP

(2)製図用紙
インフォキャンパス上のフォーマットをグラフ用紙に印刷



製図用紙
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今日の講義内容
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(1)ガイダンス

(2)図面の役割と種類

(3)組立図と部品図

(4)図面の様式

(5)第三角法

(6)線の種類



図面の役割と種類
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設計者 加工・製作者

意思疎通

役割

（1）設計図：新しく機械を設計するための図面
（2）製作図：機械を製作するための図面

①組立図 ②部品図

種類

(テキストP.2)



パラレルメカニズム
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プラットフォーム
(出力節)

モータ

腕
(連結連鎖)



粗微動パラレルメカニズム
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粗微動パラレルメカニズム

粗動機構（電動シリンダ）
大変位・粗い位置決め

微動機構（圧電素子）
小変位・高精度位置決め

作業領域：80×80×80㎜，20°×20°×20°
分解能 ：10nm，0.2μ



組立図(粗動機構)
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部品図
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図面の様式
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輪郭線

表題欄

中心線

部品表

部品番号

表面粗さ

(テキストP.12)



第三角法
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第一角
第二角

第三角

第四角

(テキストP.23～25)



第三角法
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正面図

右側面図

平面図

最も形状・機能を表す図



第三角法
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ポイント：図の数はできるだけ少なく

平面図

右側面図

正面図



正面図と側面図
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正面図

右側面図



線の種類①
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表２‐３ 線の種類による用法(テキストP.１９)

細い実線

(テキストP.17～19)



線の種類①
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図２‐３２ 線の種類 (テキストP.２９)



外形線

日本工業大学 製図の基礎

ポイント：見える線は全て描く

×誤り○正しい

対象物の見える部分の形状を表す

太い実線 (0.7㎜)

(テキストP.29)



中心線
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(a)図形の中心を表す

細い一点鎖線(0.3㎜)

①円筒形状の場合 ②左右対称形状の場合

(テキストP.29)



中心線
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③丸穴・円柱 ④半円・半円切欠き



かくれ線
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対象物の見えない部分の形状を表す

細い波線(0.3㎜)

○正しい ×誤り ×誤り

ポイント：かくれ線はできるだけ使わない

(テキストP.30)



寸法線と寸法補助線
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寸法線 ：寸法を記入する

細い実線(0.3㎜)

寸法補助線：寸法を記入するために図形から引き出す

５０

３０

２
０

4０

(テキストP.30)
単位はｍｍ（ミリメートル）



寸法線と寸法補助線
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５０

３０

２
０

4０

５０
３０

２
０

4０
良い例

悪い例

寸法補助線が長すぎる
大きすぎる

大きすぎる

寸法補助線を使っていない

小さすぎる

小さすぎる



演習課題
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演習課題
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中心

半径22.5㎜



追加演習課題
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